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人権問題を考える

インターネットと人権
～ 「だいじょうぶ？」悩んでいませんか ～
問生涯学習課人権・同和教育係　☎ 0943-32-0093

複
雑
化
・
多
様
化
す
る
人
権
問
題

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

両
面
で
の
利
便
性
が
高
ま
る
一
方

で
、
人
権
問
題
は
以
前
よ
り
も
複

雑
化
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　
い
じ
め
や
児
童
虐
待
、
障
が
い

な
ど
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別

の
ほ
か
、
外
国
人
に
対
す
る
人
権

侵
害
、
部
落
差
別
（
同
和
問
題
）、

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
人
権
問
題
が
依
然
と
し
て
存
在

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
も
、
学
校
や
地
域
、
家
庭
、

職
場
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
通

じ
、
一
人
ひ
と
り
が
人
権
に
関
す

る
正
し
い
知
識
を
も
ち
、
人
権
感

覚
を
身
に
つ
け
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

人
権
教
育
・
啓
発
白
書
と
は
？

　
人
権
擁
護
の
緊
要
性
を
踏
ま

え
、
平
成
12
年
に
「
人
権
教
育
及

び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
が
制
定
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
各
府
省
庁

が
人
権
問
題
に
対
す
る
施
策
を
取

り
ま
と
め
、
国
会
に
報
告
し
て
い

ま
す
。
報
告
し
た
内
容
に
つ
い
て
、

広
く
国
民
に
向
け
て
刊
行
し
て
い

る
も
の
が
「
人
権
教
育
・
啓
発
白

書
」
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害

　
匿
名
性
や
情
報
発
信
の
容
易
さ

か
ら
、
個
人
に
対
す
る
誹
謗
中
傷

や
名
誉
毀
損
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
、
差
別
を
助
長
す
る
表
現
の

掲
載
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
の
人
権
侵
害
の
問
題
は
、
近
年

ま
す
ま
す
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
行
為
は
人
を
傷
つ
け

る
も
の
で
あ
り
、
書
き
込
み
を
し

た
人
が
罪
に
問
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
小
学
生
や
中
学
生
に
よ
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
も
増
加
し
て

お
り
、
S
N
S
や
違
法
サ
イ
ト

へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
、
周
り
の
大

人
が
把
握
し
て
い
な
い
状
態
で
、

子
ど
も
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

加
害
者
・
被
害
者
に
な
ら
な
い

た
め
に
　

　　
毎
年
、
2
月
か
ら
5
月
に
「
春

の
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
・
新
学
期
一

斉
行
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

S
N
S
な
ど
の
「
安
全
・
安
心

な
利
用
」
を
呼
び
か
け
る
、
啓
発

活
動
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
上
手
に

利
用
す
れ
ば
生
活
を
豊
か
に
し
て

く
れ
る
便
利
な
も
の
で
す
が
、
使

い
方
を
間
違
え
る
と
、
相
手
を
深

く
傷
つ
け
た
り
、
自
分
が
傷
つ
い

た
り
す
る
原
因
に
も
な
り
え
ま
す
。

特
に
S
N
S
や
掲
示
板
は
、
書

き
込
み
の
相
手
や
読
み
手
に
配
慮

し
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
正

し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

法務省　啓発活動強調事項
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問子ども課学校教育係　☎ 0943-32-1194

学校教育
「教育の質」を向上
させるために必要な

こととは？

「
ふ
く
お
か
教
育
論
文
」

「
広
川
町
教
育
実
践
研
究
」
表
彰
式

　
昨
年
4
月
、
福
岡
県
教
育
委
員

会
は
、
県
内
の
教
育
関
係
者
の
意

欲
喚
起
や
人
材
の
育
成
、
優
れ
た

教
育
実
践
の
普
及
な
ど
を
目
的
に

「
ふ
く
お
か
教
育
論
文
」
を
募
集

し
ま
し
た
。
広
川
町
か
ら
は
、
学

校
教
育
一
般
の
部
に
3
点
応
募
が

あ
り
、
上
広
川
小
学
校
教
諭
の
増

本
翔
一
さ
ん
が
奨
励
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
一
方
、
昨
年
10
月
に
広
川
町
教

育
委
員
会
で
は
、
教
育
活
動
の
充

実
や
教
育
の
振
興
発
展
に
役
立
て

る
た
め
、
町
内
の
教
職
員
や
町
民

か
ら
教
育
に
係
る
実
践
研
究
を
募

集
し
ま
し
た
。
各
小
中
学
校
な
ど

か
ら
は
、
学
習
指
導
部
門
4
点
、

学
校
運
営
部
門
1
点
、
生
涯
学
習

部
門
1
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

2
学
期
制
導
入
で
期
待
で
き
る
こ
と

　
昨
年
度
、
広
川
町
で
試
験
的
に

行
っ
て
い
た
「
小
中
学
校
の
2
学

期
制
」
の
調
査
結
果
を
受
け
、
本

年
度
か
ら
正
式
に
2
学
期
制
を
開

始
し
ま
す
（
調
査
結
果
の
詳
細
は
、

ペ
ー
ジ
左
の
QR
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧

く
だ
さ
い
）。

　

　
本
年
度
前
期
は
4
月
～
10
月
の

第
2
㈪
、
後
期
は
10
月
第
2
㈪
の

翌
日
～
3
月
の
構
成
で
す
。
そ
れ

に
伴
い
、
夏
季
休
業
期
間
を
7
月

21
日
～
8
月
24
日
、
冬
季
休
業
期

間
を
12
月
25
日
～
1
月
7
日
と
し

ま
す
。

　
2
学
期
制
の
実
施
に
よ
り
、
学

校
の
教
育
活
動
に
ゆ
と
り
を
生
み

出
し
、
通
常
の
学
習
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
補
充
学

習
や
発
展
学
習
な
ど
に
お
い
て
、

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て

き
め
細
か
な
指
導
と
評
価
を
行
う

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
確
か
な
学
力
を
育
て
、
教
師
と

児
童
生
徒
の
ふ
れ
合
う
時
間
を
増

や
し
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
構

築
し
て
い
き
ま
す
。

表彰 主題 所属 氏名

奨励賞 　普段の自分の文字に生かす書写学習指導の在り方 上広川小学校 増本翔一

顕彰 　主体的にコミュニケーションを図る子供を育てる第６学年外国語科学習指導 中広川小学校 有馬寛大

顕彰 　主体的に課題を解決し深く学ぶ児童を育てる学習指導 下広川小学校 月足仁哉

表彰 主題 所属 氏名

佳作賞 　コロナ禍でもできる子供の命を守る学校と PTA の取組 上広川小学校 跡部正徳

佳作賞 　進んで作文を書く子供を育てる国語科学習指導 中広川小学校 田中茜

佳作賞 　学びを深める児童の育成 中広川小学校 喜田麻里子

佳作賞 　進んで表現し、課題解決できる子供を育てる国語科学習指導 下広川小学校 松岡江身

佳作賞 　子供の学習意欲を高め、継続させる外国語科学習指導法の実際 広川中学校 西香緒里

奨励賞 　公民館活動の活性化をめざす中央公民館長の役割 中央公民館 堤健治

R4度　ふくおか教育論文審査結果

R4度　広川町教育実践研究審査結果

2学期制の
調査結果は
こちら▼

▲奨励賞を受賞した増本翔一さん


